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第
七
十
二
回
定
期
総
会
が
令
和
七
年

五
月
十
九
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
東

京
都
教
育
庁
指
導
推
進
担
当
部
長
の
市

川
茂
様
を
は
じ
め
、
多
数
の
ご
来
賓
の

皆
様
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
、
市
川
部
長

か
ら
は
都
の
教
育
の
現
状
と
取
り
組
み

を
熱
く
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
は
前
述
の
定
期
総
会
に
お
い
て
会

長
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
ど

う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

会
長
一
期
目
は
、
本
会
の
財
政
問
題

の
解
決
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
二
期
目

の
令
和
七
年
度
よ
り
、
会
報
発
行
を
年

四
回
か
ら
三
回
に
減
ら
し
て
経
費
を
削

減
し
ま
す
。
紙
面
の
減
少
は
編
集
の
工

夫
な
ど
で
対
応
し
て
、
会
報
の
一
層
の

充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た「
支

部
助
成
金
」
を
令
和
七
年
度
よ
り
段
階

的
に
減
額
し
、
令
和
九
年
度
か
ら
は
会

則
を
改
正
し
て
支
部
助
成
金
を
終
了
し

ま
す
。
支
部
長
各
位
と
会
員
の
皆
様
の

ご
理
解
、
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
本
会
事
務
所
は
、
本
年
五
月
末
を

も
っ
て
、同
ビ
ル
二
階
の「
小
会
議
室
」

に
移
転
し
て
、
家
賃
を
削
減
い
た
し
ま

す
。

　

一
方
、
収
入
を
得
る
こ
と
に
も
力
を

注
ぎ
ま
し
た
。
教
職
員
共
済
生
活
協
同

組
合
の
広
告
収
入
、
都
民
互
助
会
の
寄

付
金
、
そ
し
て
、
日
本
教
育
公
務
員
弘

済
会
の
「
団
体
研
究
助
成
金
」
の
受
給

で
す
。

　

し
か
し
今
後
も
、
会
員
数
が
減
少
し

て
い
ま
す
の
で
、
財
政
問
題
は
続
き
ま

す
。

　

令
和
六
年
度
、
本
部
役
員
は
「
一
人

が
一
人
を
勧
誘
」
を
合
言
葉
に
、
未
入

会
の
方
々
に
声
を
か
け
続
け
ま
し
た
。

各
支
部
で
は
、
支
部
長
や
役
員
の
方
が

労
を
厭
わ
ず
東
奔
西
走
し
、
未
入
会
者

の
方
に
は
お
一
人
お
一
人
の
担
当
を
決

め
る
な
ど
し
て
、
入
会
活
動
に
汗
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
成
果
が
令
和

六
年
度
に
新
入
会
員
六
十
四
名
を
迎
え

る
形
と
な
っ
て
現
れ
た
こ
と
に
、
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
尚
、
ご
逝
去
さ
れ
た
方
々

や
様
々
な
事
情
で
退
会
さ
れ
た
方
が
新

入
会
員
数
を
上
回
る
た
め
、
会
員
増
強

は
本
会
の
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　

会
員
増
強
の
鍵
は
、
各
支
部
で
行
っ

て
お
ら
れ
る
「
活
発
な
支
部
活
動
」
に

あ
る
と
思
い
ま
す
。
支
部
毎
に
開
催
し

て
い
る
見
学
会
や
研
修
会
な
ど
の
活
動

は
、
人
と
人
と
の
絆
を
深
め
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
支
部
活
動
か
ら
伝
わ
る
退

職
校
長
会
の
魅
力
が
、
会
員
増
強
の
原

動
力
に
な
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

是
非
、
支
部
活
動
の
更
な
る
活
性
化

を
図
り
、
人
と
人
と
の
絆
を
深
め
て
会

員
を
増
や
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

各
支
部
の
皆
様
の
た
め
に
、
本
部
と

し
て
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
全

力
を
尽
く
す
所
存
で
す
。
本
部
は
、
支

部
の
皆
様
と
心
を
通
わ
せ
ら
れ
る
よ
う
、

機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
直
接
お
尋
ね

し
た
い
と
も
思
っ
て
お
り
ま
す
。　

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆

様
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。
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【
定
期
総
会
概
要
】

　

令
和
七
年
度
定
期
総
会
は
、
五
月

十
九
日
（
月
）
四
ツ
谷
駅
前
の
主
婦

会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
東
京
都
教
育
庁
指
導
推
進
担

当
部
長
の
市
川
茂
様
を
は
じ
め
11
名

の
ご
来
賓
に
ご
来
臨
賜
り
、
会
員
80

余
名
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

⻆
田
美
枝
子
会
長
の
挨
拶
、
三
名

の
ご
来
賓
の
ご
祝
辞
に
続
き
、
新
入

会
員
・
長
寿
会
員
の
紹
介
、
功
労
会

員
へ
の
感
謝
状
贈
呈
、
栄
誉
会
員
紹

介
の
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
桜
庭
清
德
・
鹿
田
克
己
両

議
長
の
も
と
議
事
に
入
り
、
令
和
六

年
度
の
会
務
報
告
、
決
算
報
告
に
続

き
、
加
藤
紀
美
子
役
員
選
考
委
員
会

委
員
よ
り
新
役
員
の
推
薦
が
な
さ
れ
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
新
役
員
を
代
表

し
て
⻆
田
美
枝
子
会
長
か
ら
力
強
い

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
令
和

七
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
に
関
す

る
審
議
が
行
わ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

最
後
に
業
務
運
営
改
善
委
員
会
宇

津
木
順
一
委
員
長
、
財
政
安
定
化
委

員
会
草
野
一
紀
委
員
長
よ
り
両
委
員

会
の
報
告
が
あ
り
、
定
期
総
会
は
閉

会
し
ま
し
た
。

（
総
務
部
担
当
副
会
長　

赤
坂
寅
夫
）

定
期
総
会
の
開
催
に
寄
せ
て

　

東
京
都
教
育
庁

　

指
導
推
進
担
当
部
長　

市
川　

茂

　

本
会
が
長
き
に
わ
た
り
、
様
々
な

活
動
に
取
り
組
ま
れ
、
東
京
都
の
教

育
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
て
お
ら
れ
る

こ
と
に
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

東
京
都
で
は
、
新
た
な
「
教
育
施

策
大
綱
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
そ
の

実
現
に
向
け
、
今
年
度
は
、「
新
し

い
ス
テ
ー
ジ
に
お
け
る
教
育
の
展

開
」、「
多
様
化
す
る
児
童
・
生
徒

へ
の
対
応
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
」、

「
学
校
に
お
け
る
『
働
き
方
改
革
』

の
抜
本
的
な
推
進
」
を
三
本
の
柱
と

し
て
、
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、「
最
先
端
の
デ
ジ
タ
ル

の
利
用
」
と
「
学
校
等
で
の
リ
ア
ル

の
学
び
」
を
組
み
合
わ
せ
た
学
び
を

開
発
し
、
都
立
高
校
か
ら
展
開
す
る

な
ど
、
子
供
た
ち
の
成
長
を
支
え
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
の
配
置
や
不
登
校
対
応
の

た
め
の
校
内
分
教
室
「
チ
ャ
レ
ン
ジ

ク
ラ
ス
」
の
設
置
を
拡
大
す
る
な
ど
、

き
め
細
か
な
教
育
の
充
実
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　

今
後
も
、
東
京
都
に
お
け
る
教
育

の
更
な
る
充
実
に
御
協
力
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

東
京
都
公
立
高
等
学
校
長
協
会

�

会
長　
　

加
藤　

瑞
樹

　

定
期
総
会
の
開
催
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
退
職
校
長
会
の
皆
様

に
は
、
日
頃
よ
り
私
共
の
学
校
経
営

に
御
支
援
・
御
協
力
を
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

近
年
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
生
成
Ａ

Ｉ
の
進
歩
な
ど
技
術
革
新
が
急
速
に

進
む
社
会
に
お
い
て
、
子
供
た
ち
に

求
め
ら
れ
る
資
質
や
能
力
も
変
化
し

て
い
ま
す
。
３
月
に
は
「
東
京
都
教

育
施
策
大
綱
」
が
策
定
さ
れ
、「
新

た
な
教
育
の
ス
タ
イ
ル
」
と
し
て
デ

ジ
タ
ル
と
リ
ア
ル
を
融
合
し
た
新
し

い
学
び
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ど

ん
な
に
技
術
革
新
が
進
ん
で
も
、
児

童
・
生
徒
を
育
て
る
の
は
人
で
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
不
登
校
児
童
・
生
徒
が
増

加
す
る
な
か
、
一
人
一
人
の
子
供
の

状
況
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
教
育
の

充
実
、
少
子
化
の
影
響
に
よ
る
学
校

の
再
編
・
統
合
、
学
校
の
特
色
化
や

魅
力
化
の
促
進
、
教
職
員
の
働
き
方

改
革
な
ど
喫
緊
の
課
題
が
山
積
し
て

お
り
ま
す
。

　

様
々
な
課
題
解
決
に
向
け
、
今
後

と
も
御
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

全
国
連
合
退
職
校
長
会

�

会
長　
　

田
中　

昭
光

　

貴
会
は
昭
和
29
年
創
立
以
来
今
日

ま
で
、
会
員
の
親
睦
と
互
助
を
深
め

地
域
・
学
校
の
教
育
に
寄
与
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

　

国
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
技
術
革

新
が
進
む
予
測
困
難
な
時
代
に
、
児

童
生
徒
が
未
来
社
会
の
創
り
手
と
な

り
、
持
続
可
能
な
社
会
を
維
持
・
発

展
さ
せ
て
い
く
資
質
・
能
力
を
育
成

す
る
こ
と
を
学
校
教
育
に
求
め
て
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
激
動
す
る
社

会
や
学
校
現
場
の
状
況
の
中
で
全
て

の
子
供
た
ち
の
可
能
性
を
引
き
出
す

個
別
最
適
な
学
び
と
協
働
的
な
学
び

の
一
体
的
実
現
を
図
り
、
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
に
向
け
た
取
り

組
み
を
更
に
進
化
さ
せ
、
教
育
の
質

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
教
師
に
優
れ

た
人
材
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
文
部
省
は
、
質
の
高
い
公
教
育

の
再
生
に
む
け
、
働
き
方
改
革
、
処

遇
改
善
、
指
導
・
運
営
体
制
の
充
実

に
取
組
む
こ
と
を
公
表
し
ま
し
た
。

　

全
連
退
と
し
て
は
、
学
校
支
援
活

動
や
地
域
活
動
に
貢
献
し
て
い
き
ま

す
。

令
和
七
年
度 

定
期
総
会

日
時　

�

令
和
7
年
５
月
19
日

　
　
　
　
午
前
11
時　
開
会

会
場　
主
婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ
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財
政
安
定
化
委
員
会
で
は
、
退
職

校
長
会
の
活
動
が
将
来
に
わ
た
っ
て

持
続
可
能
な
財
政
基
盤
を
築
く
た
め
、

す
べ
て
の
事
業
に
つ
い
て
経
費
の
削

減
を
検
討
し
、
い
く
つ
か
の
提
案
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
事
務
局
長
の
給

与
削
減
、
委
員
会
の
精
選
、
会
報
の

発
行
回
数
の
見
直
し
等
は
、
す
で
に

実
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
大

幅
な
縮
減
に
は
な
ら
ず
、
厳
し
い
状

況
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
苦
渋
の
決
断
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
さ
ら
な
る
支
出
の
縮
減

を
図
る
た
め
に
、「
一
人
当
た
り
300

円
の
本
部
か
ら
の
『
支
部
活
動
助
成

金
』
を
100
円
ず
つ
段
階
的
に
縮
減
し

て
い
く
」
こ
と
を
、
委
員
会
の
最
後

の
提
案
と
し
て
上
申
し
ま
し
た
。
運

営
委
員
会
等
の
承
認
を
経
て
、
支
部

長
会
で
議
論
を
重
ね
、
承
認
が
得
ら

れ
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
も
、

ど
う
か
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
く
、

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

支
部
活
動
助
成
金
に
つ
い
て

　
財
政
安
定
化
委
員
会

 

委
員
長
　
　
草
野
　
一
紀

会
員
増
強
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト�

�

チ
ー
ム
の
活
動

　
会
員
増
強
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

委
員
長
　
　
壷
内
　
明

　

本
委
員
会
は
、
各
校
種
の
退
職
者

や
未
加
入
者
一
覧
を
作
成
し
支
部
長

の
皆
様
が
勧
誘
活
動
を
円
滑
に
で
き

る
よ
う
情
報
提
供
す
る
活
動
を
任
務

と
し
て
い
る
。
作
成
す
る
デ
ー
タ
や

配
布
書
類
は
、
①
退
職
予
定
者
や
役

職
定
年
予
定
者
の
一
覧
表
。
②
再
任

用
退
職
者
や
役
職
定
年
者
の
未
加
入

者
の
一
覧
表
。
③
定
年
退
職
後
5
年

経
過
者
の
未
加
入
者
の
一
覧
表
。
④

41
支
部
配
布
枚
数
一
覧
表
。
⑤
勧
誘

対
象
者
へ
の
通
知
文
と
案
内
文
、
入

会
の
案
内
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
各
支
部

の
活
動
一
覧
、
入
会
申
込
書
等
で
あ

る
。

　

会
員
増
強
は
本
会
の
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
。
退
職
者
の
居
住
地
、
勤
務

地
、
住
所
な
ど
の
一
覧
表
作
成
は
難

行
苦
行
の
連
続
で
あ
る
が
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
総
力
を
結
集
し

て
こ
の
課
題
に
取
り
組
む
。
皆
様
に

は
、
一
人
で
も
多
く
の
入
会
者
を
迎

え
ら
れ
ま
す
よ
う
特
段
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
。

令
和
六
年
度
主
要
事
業
報
告

【
活
動
の
重
点
】

①
役
職
定
年
制
の
導
入
に
伴
い
会
則
を

一
部
改
正
し
て
六
十
歳
で
役
職
定

年
を
迎
え
た
方
に
入
会
を
勧
め
、
多

く
の
新
入
会
員
を
迎
え
た
。

②
財
政
安
定
化
に
む
け
て
の
方
策
を
検

討
の
結
果
、
会
報
の
年
発
行
回
数

減
と
支
部
助
成
金
の
減
額
計
画
を

支
部
長
会
で
了
承
を
得
た
。

③
生
涯
学
習
の
推
進
に
向
け
て
、「
ク

ラ
ブ
に
関
す
る
規
程
及
び
運
営
上

の
原
則
」
を
作
成
・
周
知
し
た
。
会

員
研
修
会
を
二
回
実
施
し
た
。

④
各
区
市
の
学
習
支
援
員
等
に
関
す
る

情
報
を
調
査
し
、
活
動
事
例
を
掲

載
し
た
報
告
書
を
研
究
助
成
金
を

得
て
作
成
し
た
。

【
各
部
の
活
動
】

〔
総
務
部
〕
各
期
の
異
動
報
告
に
基
づ

い
た
会
員
数
・
会
員
の
動
静
の
把

握
と
薄
版
名
簿
の
作
成
・
発
行
。
諸

会
議
の
ス
ム
ー
ズ
な
開
催
運
営
。

〔
会
計
部
〕
会
報
等
の
発
送
費
の
値
上

が
り
の
課
題
に
対
し
て
事
務
局
と

協
力
し
発
送
業
者
を
替
え
る
な
ど
、

支
出
削
減
の
一
層
の
努
力
。

〔
広
報
部
〕
会
報
を
発
行
・
発
送
。
七

年
度
か
ら
の
年
三
回
発
行
に
向
け

て
の
検
討
。

〔
福
利
厚
生
部
〕
他
部
と
の
連
携
に
よ

る
福
利
厚
生
に
関
わ
る
諸
情
報
の

収
集
と
正
確
な
情
報
発
信
。

〔
生
涯
学
習
部
〕
会
員
研
修
会
を
理
論

編
と
実
践
編
の
二
回
に
分
け
て
実
施
。

ク
ラ
ブ
長
会
で
「
ク
ラ
ブ
に
関
す
る

規
程
及
び
運
営
上
の
原
則
」
を
周
知

徹
底
。「
支
部
活
動
一
覧
表
」
を
ま

と
め
支
部
間
交
流
を
活
性
化
。

〔
情
報
推
進
部
〕
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更

新
作
業
、
運
営
・
維
持
管
理
。

令
和
七
年
度
事
業
計
画

【
活
動
の
重
点
】

①
役
職
定
年
を
迎
え
ら
れ
る
方
や
本
会

正
会
員
で
な
い
方
等
に
積
極
的
に

入
会
を
勧
誘
す
る
。

②
本
会
事
務
所
を
移
転
し
事
務
所
費
を

削
減
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で

同
様
財
政
課
題
解
決
に
努
め
る
。

③
各
区
市
の
学
習
支
援
員
等
の
募
集
情

報
を
提
供
で
き
る
方
策
の
研
究
を

進
め
る
。
今
年
度
も
研
究
助
成
事

業
に
応
募
す
る
。

④
生
涯
学
習
の
推
進
の
た
め
に
、
支
部

間
交
流
と
会
員
研
修
会
の
充
実
を

図
り
、
本
会
の
魅
力
を
高
め
る
。

⑤
都
教
委
や
関
係
団
体
と
の
連
携
を
継

続
す
る
。

【
各
部
の
活
動
】

〔
総
務
部
〕
会
員
数
・
会
員
の
動
静
の

把
握
と
薄
版
名
簿
の
作
成
・
発
行
。

〔
会
計
部
〕
支
出
削
減
の
一
層
の
努
力
。

〔
広
報
部
〕
年
三
回
発
行
、
内
容
の
検

討
と
編
集
・
構
成
の
工
夫
。

〔
福
利
厚
生
部
〕
福
利
厚
生
に
関
わ
る

諸
情
報
の
収
集
と
正
確
な
情
報
発

信
。

〔
生
涯
学
習
部
〕「
世
界
の
蝶
」
に
関

わ
る
講
演
と
「
葛
飾
北
斎
」
に
関

わ
る
研
修
会
の
実
施
。

〔
情
報
推
進
部
〕
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更

新
作
業
、
運
営
・
維
持
管
理

（
総
務
部
担
当
副
会
長　

赤
坂
寅
夫
）



令和6年度　東京都退職校長会一般会計決算書
（自令和6年４月１日～至令和7年３月３１日）

単位＝円　　
1 　収入総額 6,379,007 （会費・繰越金・雑収入）
2 　支出総額 7,398,414
3 　決算額 △1,019,407
4 基本積立金からの借入 1,600,000
5 　繰越額 580,593

◎ 収入の部 単位＝円　　△：収入は予算より増
款 項目 令和6年度予算額 令和6年度決算額 増　　減

年 度 会 費 4,940,000 4,693,400 246,600
（実質会費） 3,355,200

➁ 繰 越 金 559,229 559,229 0
➂ 雑 収 入 440,000 1,126,378 △686,378

合　計 5,939,229 6,379,007 △439,778
④ 積立基本金より借入 1,600,000 1,600,000 0

総　合  計 7,539,229 7,979,007 △439,778

◎ 支出の部 単位＝円　　△：支出は予算より増
款 項目 令和6年度予算額 令和6年度決算額 増　　減

会議費 420,000 376,748 43,252
1 総 会 費 360,000 332,892 27,108
2 役 員 会 費 60,000 43,856 16,144
3 部 会 費 0 0 0
4 各 種 委 員 会 費 0 0 0

事業費 2,279,000 2,096,398 182,602
5 会 員 名 簿 発 行 費 20,000 5,000 15,000
6 会 報 発 行 費 650,000 575,740 74,260
7 生 涯 学 習 費 40,000 24,856 15,144
8 慶 弔 費 500,000 445,000 55,000
9 渉 外 費 5,000 5,000 0
10 ク ラ ブ 補 助 費 64,000 64,000 0
11 教 育 支 援 費 0 0 0
12 会 員 増 強 費 100,000 88,236 11,764
13 HP・インターネット関連費 140,000 148,500 △8,500
14 支 部 活 動 助 成 費 600,000 570,066 29,934
15 支 部 活 動 祝 金 150,000 170,000 △20,000
16 島 嶼 活 動 助 成 10,000 0 10,000

事務費 4,840,229 4,922,934 △82,705
17 事 務 用 品 費 70,000 76,811 △6,811
18 備 品 費 0 0 0
19 事 務 局 員 行 動 費 480,000 480,000 0
20 事 務 所 費 1,900,000 1,862,075 37,925
21 印 刷 費 50,000 105,269 △55,269
22 コ ピ ー 機 費 500,000 506,433 △6,433
23 通 信 費 335,000 207,397 127,603
24 交 通 費 510,000 741,700 △231,700
25 全 連 退 分 担 金 760,000 721,600 38,400
26 事務所設置等積立金 50,000 50,000 0
27 記 念 行 事 積 立 金 10,000 10,000 0
28 名 簿 発 行 積 立 金 20,000 20,000 0
29 関 ブ ロ 積 立 金 50,000 50,000 0
30 諸 費 90,000 91,649 △1,649
31 雑 費 5,000 0 5,000
32 予 備 費 10,229 0 10,229

7,539,229 7,398,414 140,815

令和6年度　特別会計決算書

1　事務所設置等積立金（積立基本金） 2　記念行事積立金

繰越金 22,442,955 一般会計へ 1,600,000 前年度繰越金 2,731,292
R6年度都民互助会積立金 1,057,400 引き出し手数料 220 本年度積立金 10,000
R6年度事務所設置等積立金 50,000

普通・定期利息 772 利息 1,400
計 23,551,127 計 1,600,220 計 2,742,692 計 0

（R6年度まで積立額　102,047） 次年度繰越金 21,950,907 次年度繰越金 2,742,692

3　会員名簿積立金 4　関ブロ積立金

繰越金 20,000 繰越金 10,000
本年度積立金 20,000 本年度積立金 50,000

利息 12 利息 1
計 40,012 計 0 計 60,001 計 0

次年度繰越金 40,012 次年度繰越金 60,001

令和7年4月1日
東京都退職校長会　会長 ⻆田美枝子　㊞
　　〃　　　　会計部長 直井　一郎　㊞

令和7年4月17日
監事・氏名・印

伊藤　誠一 ㊞
澤海　富保 ㊞
山内　俊久 ㊞

名簿積立金
R10年東京大会の積立金
関ブロ栃木大会参加費　傷害保険費

全連退分担金　400円×1,804名
事務所設置等積立
周年行事積立金

本部事務員行動費・事務補助員行動費
事務所借料・光熱費・電話料等　家賃月145,000円
資料文書等印刷費　
コピー機・印刷機リース費　コピー費
通信連絡用諸費・会報等の送料

支部長会交通費一部負担

事務用品・消耗品当
事務機器等

支部長・役員会・部会・事務局員等交通費半額

案内状作成・発送費・資料作成費
新会員入会員に関する通信費　会報増刷印刷費
HP・インターネット関連費
支部助成・振替料等　※300円×1,908名
支部総会・周年行事等の祝金

会報222～225号印刷費
会員研修会会場費等・講師謝金
香料
他機関との交渉・現職校長会連絡費等
クラブ事業の助成金

摘　　要

(2500円ー300円ー400円)×1842名  (1300円ー300円ー400円)×66名

利子・広告掲載料　懇親会・新年会等残金・祝金　日本公務員弘済会助成金

　諸帳簿・証書等・関係資料と対照監査したところ、適正且つ正確に処理されていることを確認しました。

収　　入 支　　出 収　　入 支　　出

収　　入

①

合　　　計

支　　出 収　　入 支　　出

2,500円×1,842名　1,300円×66名  未納者　80（11）名

積立基本金より借入金

摘　　要

総会に関する諸費（会場費、記念品費、発送費等）
都公立一覧（黒手帳）・五団体懇親会・全連退教育懇談会  都庁幹部との懇談会等
各部の会合・資料印刷・通信費
各種委員会資料作成・通信費等

会員名簿作成・発送費・通信費等
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令
和
７
年
２
月
10
日
（
月
）、
都

庁
第
一
本
庁
舎
内
の
会
議
室
を
会
場

に
標
記
の
懇
談
会
が
も
た
れ
ま
し
た
。

　

懇
談
会
に
は
ご
多
用
の
中
、
藤

田
修
史
様
（
指
導
部
指
導
企
画
課

長
）、
坂
本
教
喜
様
（
指
導
部
義
務

教
育
指
導
課
長
）、西
岡
陽
子
様
（
指

導
部
特
別
支
援
教
育
担
当
主
任
指
導

主
事
）、
徳
田
哲
吉
様
（
人
事
部
職

員
課
長
）、
渡
辺
浩
一
様
（
教
職
員

研
修
セ
ン
タ
ー
企
画
部
企
画
課
長
）、

平
林
信
彦
様
（
教
職
員
研
修
セ
ン

タ
ー
研
修
部
授
業
力
向
上
課
長
）
赤

津
一
也
様
（
指
導
部
企
画
推
進
担
当

課
長
）
の
方
々
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
か
ら
は
、
⻆
田
会
長
以
下
、

相
談
役
2
名
、
特
別
委
員
会
委
員
長

2
名
、
副
会
長
4
名
、
部
長
2
名
、

事
務
局
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

事
前
に
設
定
し
た
「
東
京
都
の
不

登
校
対
策
に
つ
い
て
」「
教
職
の
魅

力
を
社
会
に
伝
え
る
広
報
活
動
と
教

員
の
育
成
に
つ
い
て
」「
本
会
の
『
教

育
へ
の
寄
与
』
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
」
の
三
つ
の
テ
ー
マ
に
対
し
て
担

当
の
方
か
ら
丁
寧
に
回
答
い
た
だ
き
、

そ
の
後
、
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
東
京
都
教
育
委
員
会
か
ら

の
テ
ー
マ
へ
の
説
明
は
次
の
通
り
で

す
。

　

都
で
は
、
不
登
校
の
子
供
一
人
一
人
の

状
況
に
応
じ
た
支
援
に
よ
り
、「
学
校
や

関
係
機
関
と
関
わ
り
を
も
つ
こ
と
が
で
き

て
い
な
い
子
供
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
」
を

目
標
に
し
て
い
る
。

　

昨
年
度
か
ら
の
継
続
事
業
は
、
不
登
校

加
配
教
員
の
配
置
、
校
内
別
室
支
援
員
の

配
置
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
や
学
び
の
多

様
化
学
校
の
取
組
へ
の
支
援
等
で
あ
る
。

　

今
年
度
の
新
規
事
業
は
２
つ
あ
る
。

　

第
一
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ス
の
設
置

で
あ
る
。
都
は
独
自
に
、
校
内
の
空
き
教

室
を
利
用
し
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ス
を
中

学
校
10
校
に
設
置
す
る
と
と
も
に
、
複
数

の
教
員
を
配
置
す
る
支
援
を
行
っ
た
。
設

置
校
で
は
、
通
常
の
学
級
と
行
き
来
す
る

こ
と
で
理
解
を
深
め
、
学
力
が
向
上
し
、

登
校
日
が
増
加
し
た
等
の
成
果
が
上
が
っ

て
い
る
。

　

第
二
は
、
不
登
校
対
応
巡
回
教
員
の
配

置
で
あ
る
。
中
学
校
143
校
を
対
象
に
複
数

校
を
巡
回
す
る
33
人
の
教
員
を
配
置
し
た
。

学
校
か
ら
は
、
校
内
の
教
員
と
巡
回
教
員

の
連
携
に
よ
り
、
子
供
が
安
心
で
き
る
校

内
別
室
の
環
境
を
実
現
し
た
等
の
報
告
を

受
け
て
い
る
。

　

今
後
も
、
不
登
校
の
子
供
の
社
会
的
自

立
を
実
現
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

東
京
都
教
育
委
員
会
で
は
、Ｈ
Ｐ
や「
Ｔ

ｏ
ｋｙ
ｏ
教
育
Ｆ
ｅ
ｓ
ｔ
ａ
！
」
等
の
各
種

イ
ベ
ン
ト
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
、
あ
ら
ゆ
る
媒
体

で
教
職
の
魅
力
の
情
報
発
信
に
努
め
て
い

ま
す
。
初
任
給
な
ど
、
処
遇
面
に
つ
い
て

も
、
Ｈ
Ｐ
等
で
情
報
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

実
態
と
し
て
受
験
倍
率
の
低
下
は
、
大

量
採
用
に
よ
り
、
既
卒
者
層
が
順
次
合
格

し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
応
募

人
員
の
増
加
に
向
け
て
新
卒
者
の
ほ
か
、

社
会
人
の
掘
り
起
こ
し
が
重
要
だ
と
考
え

て
お
り
、
更
な
る
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

　

東
京
都
で
は
採
用
さ
れ
た
日
か
ら
３
年

間
、
若
手
教
員
育
成
研
修
を
受
講
し
ま
す
。

受
講
者
は
自
己
の
課
題
を
研
修
支
援
フ
ァ

イ
ル
で
明
確
に
し
、
管
理
職
等
と
相
談
し

研
修
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
集
合
研
修
と

オ
ン
デ
マ
ン
ド
動
画
に
よ
る
研
修
を
並
行

し
て
受
講
し
ま
す
。
オ
ン
デ
マ
ン
ド
は
視

聴
時
間
に
自
由
度
が
あ
り
、
働
き
方
改
革

の
推
進
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

「
全
国
教
員
研
修
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
・

Ｐ
ｌ
ａ
ｎ
ｔ
」
の
研
修
履
歴
を
蓄
積
で
き

る
利
点
を
活
か
し
、
継
続
性
の
あ
る
研
修

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

副
校
長
補
佐
配
置
支
援
事
業
は
、
区
市

町
村
へ
の
補
助
事
業
で
、
副
校
長
補
佐
の

任
用
は
区
市
町
村
が
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
、

エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
に

つ
い
て
も
同
様
で
す
。

　

人
材
の
募
集
も
区
市
町
村
で
行
っ
て
お

り
、
募
集
方
法
は
区
市
町
村
に
よ
っ
て

様
々
で
す
。

　

エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト

で
は
、
人
材
確
保
の
観
点
か
ら
一
部
の
区

市
町
村
が
人
材
派
遣
を
活
用
し
て
い
ま
す

が
、
人
材
派
遣
を
活
用
す
る
か
は
区
市
町

村
の
判
断
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

副
校
長
支
援
事
業
と
、
ス
ク
ー
ル
・
サ

ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
で
は
人
材
派
遣
を
認

め
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

人
材
確
保
が
困
難
な
区
市
町
村
に
お
い

て
は
、
Ｔ
Ｅ
Ｐ
Ｒ
Ｏ
の
人
材
バ
ン
ク
を
活

用
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
都

教
委
で
は
全
体
の
状
況
を
把
握
し
て
お
り

ま
せ
ん
。

教
職
の
魅
力・教
員
の
育
成

人
事
部
勤
労
課 

教
職
員
研
修
セ
ン
タ
ー

研
修
部
授
業
力
向
上
課
長平

林
　
信
彦

学
校
支
援
事
業
に
つ
い
て

東
京
都
教
育
庁
人
事
部

職
員
課
長
　
徳
田
　
哲
吉

�
東
京
都
教
育
庁
幹
部
と
の

教
育
懇
談
会

東
京
都
の『
不
登
校
対
策
』

�

に
つ
い
て

東
京
都
教
育
庁
指
導
部

主
任
指
導
主
事
　
美
越
　
英
宣
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•
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•
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•
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新
た
な
環
境
で

葛
飾
支
部
　
風
澤
　
明
子

　

定
年
退
職
を
迎
え
た
令
和
四
年
三

月
。
そ
の
後
の
再
任
用
校
長
を
含
め

た
四
十
年
間
は
、
教
師
以
外
の
仕
事

を
経
験
し
て
い
な
い
私
に
と
っ
て
、

子
供
、
保
護
者
、
同
僚
、
上
司
、
先

輩
、
研
究
仲
間
な
ど
多
く
の
出
会
い

を
通
し
て
社
会
を
学
び
、
教
師
と
し

て
の
喜
び
や
達
成
感
を
味
わ
う
こ
と

が
で
き
た
時
間
で
す
。
こ
れ
ま
で
お

世
話
に
な
っ
た
皆
様
に
は
、
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

現
在
は
、
葛
飾
区
総
合
教
育
セ
ン

タ
ー
で
就
学
相
談
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
知
的
な
遅
れ
や
発
達
障
害
等
の

課
題
の
あ
る
子
供
た
ち
、
そ
の
保
護

者
と
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
経
験
を
生
か
し
つ
つ
も
、
新
た
な

視
点
で
の
学
び
や
発
見
が
多
く
あ
り

ま
す
。
子
供
た
ち
が
生
き
て
い
る
今

と
未
来
、
そ
し
て
そ
の
環
境
を
考
え

る
仕
事
の
重
み
も
感
じ
て
い
ま
す
。

毎
日
を
大
切
に
、
笑
顔
で
元
気
に
過

ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
入
会
員
の
声

法人第一営業部

・保障の開始まで所定の待ち期間(保障されない期間)があります。
・ご契約の際には、「契約概要」「注意喚起情報」「ご契約のしおり・約款」を必ずご覧ください。
・個人情報の利用目的：アフラック等各種商品やサービスの案内・提供・維持管理に利用します。詳しくは募集代理店HPをご参照ください。

あなたによりそうがん保険「ミライト」

00112200--335577--221122
資料請求 ・ お問い合わせ ・ お申込みは下記の三井住友トラスト・ライフパートナーズへご連絡ください

〒163-0456 東京都新宿区西新宿2-1-1新宿三井ビル
Tel 03-6367-3666

(引受保険会社)
(募集代理店)

三井住友トラストグループ

(平日 9:00～ 20:00 土日祝 9:00 ～ 17:00)

月払保険料例 個別取扱
左記プランの場合
解約払戻金無型
保険料払込期間:終身/定額ﾀｲﾌﾟ
がん診断保険料払込免除特約なし

年年齢齢 男男性性 女女性性

60歳 3,546円 2,309円

65歳 4,406円 2,542円

70歳 5,410円 2,762円

75歳 6,042円 2,894円

80歳 6,689円 3,086円

85歳 7,318円 3,346円

「がん」「上皮内新生物」と診断確定さ
れたとき。

「がん」「上皮内新生物」の治療を直接の目
的とする所定の通院をしたとき

①入院
②手術
③放射線治療
④抗がん剤治療・ホルモン療法
⑤緩和療養

通通院院給給付付金金
1日につき3,000円

診診断断給給付付金金
一時金としてがん30万円上皮内新

生物3万円

治治療療給給付付金金
がん・上皮内新生物の治療を目的として右
の①から⑤のいずれかに該当した月 ごと
に ５万円/月額
※ホルモン療法のみの月は2.5万円/月額

終
身
保
障

保険料は、2025年5月現在のものです。

被保険者の契約年齢 0歳～満85歳

保険
期間

AF360-2025-0173 5月20日(270520)

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

ク
ラ
ブ
活
動
の
充
実
を目指

し
て

江
戸
川
支
部
長
　
神
田
　
茂

　

コ
ロ
ナ
明
け
か
ら
大
き
く
変
化
し

た
活
発
な
ク
ラ
ブ
活
動
を
紹
介
し
ま

す
。

　

最
初
に
歴
史
の
長
い
囲
碁
ク
ラ
ブ

は
こ
れ
ま
で
夏
季
と
秋
季
の
年
二
回

開
催
を
平
成
五
年
か
ら
月
一
回
開
催

に
拡
充
し
ま
し
た
。
初
心
者
か
ら
有

段
者
ま
で
上
達
を
目
指
し
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

　
［
自
分
磨
き
］
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

し
た
女
性
活
躍
ク
ラ
ブ
が
平
成
四
年

に
発
足
し
、
こ
れ
ま
で
『
北
斎
美
術

館
』『
浅
草
界
隈
の
散
策
と
か
ば
ん

博
物
館
』『
六
義
園
と
東
洋
文
庫
』『
ヨ

ガ
体
験
』『
法
隆
寺
宝
物
館
』『
角
野

栄
子
文
学
館
』『
根
津
美
術
館
』
等

を
見
学
・
体
験
し
、
後
の
ラ
ン
チ
会

で
懇
親
を
深
め
て
い
ま
す
。　

　

従
来
か
ら
あ
る
旅
行
ク
ラ
ブ
と
新

し
く
発
足
し
た
自
然
探
訪
ク
ラ
ブ
が

共
催
で
平
成
五
年
か
ら
『
猿
島
へ
‼

東
京
湾
に
浮
か
ぶ
無
人
島
！
』
を
企

画
、
戦
艦
「
三
笠
」
も
見
学
し
、
翌

年
は
『
Ａ
Ｎ
Ａ
機
体
格
納
庫
見
学
』

を
企
画
し
好
評
で
し
た
。
ク
ラ
ブ
活

動
を
充
実
さ
せ
会
員
間
の
楽
し
い
交

流
を
深
め
て
い
ま
す
。

支
部
だ
よ
り
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栄えの受章お祝い申し上げます。　（敬称略）

••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••

令和 7年　春の叙勲 受章会員

旭日双光章（１名）
櫻田　昭正（三宅島）

瑞宝小綬章（１名）
遠藤　隆二（千葉北部）

瑞宝双光章（12名）	
小林　　進（墨　田）
松本　保枝（目　黒）
松山　武士（世田谷）

青木　　靖（板　橋）
矢萩　惠一（足　立）
安達　知子（北多摩中部）

菊池　秀興（北多摩中部）
桐谷　澄男（千葉南部）
前田　　烈（千葉中部）

藤井　信明（千葉西部）
桂林　和子（神奈川県）
立中　幸江（地方・茨城県）

栄えの受章お祝い申し上げます。　（敬称略）
（令和 7 年 4 月 10 日現在　本部に届けがあった方々）

••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••

高齢者叙勲受章会員

瑞宝双光章（19名）
河西　敏樹（世田谷）
奈良岡幸弘（世田谷）
小川　忠彦（荒　川）
望月　公子（荒　川）

武藤　　昇（板　橋）
富岡　義光（練　馬）
榊　　　裕（日　南）
小林　繁人（日　南）
髙橋久志夫（日　南）

伊藤　舜一（西多摩）
宮川　章義（西多摩）
野村愼三郎（西多摩）
名塚　三雄（西多摩）
稲垣　　譲（西多摩）

田中　祥子（西多摩）
松本　　衛（西多摩）
新井田　晃（千葉中部）
福島　久徳（千葉西部）
行谷　　隆（神奈川県）

（福利厚生部担当副会長　増田　稔）

本社：東京都杉並区上荻3-15-17   営業本部：東京都練馬区北町5-18-15　3階 　℡03-3396-7231 
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去
る
５
月
に
開
催
さ
れ
た
定
期
総

会
に
お
い
て
⻆
田
美
枝
子
会
長
が
再

任
、
事
業
計
画
等
も
承
認
さ
れ
て
令

和
７
年
度
の
本
会
の
活
動
が
力
強
く

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
本
年
度
初
の

会
報
で
す
。
今
ま
で
は
4
月
発
行
で

し
た
が
本
年
度
よ
り
会
報
の
発
行
が

年
３
回
（
６
月
・
10
月
・
２
月
）
に

決
定
し
た
こ
と
に
よ
り
6
月
発
行
と

な
り
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
に
は
大

変
お
待
た
せ
い
た
し
ま
し
た
。
一
層

内
容
の
充
実
に
努
め
、「
待
た
れ
る

会
報
・
読
ま
れ
る
会
報
」
を
目
指
し

て
参
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
意
見
等
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。�

（
西
田
敦
子
）

編　
集　
後　
記

（令和 7 年 4 月 10 日　届出現在）

（
福
利
厚
生
部
担
当
副
会
長　

増
田　

稔
）

氏　

名

年
月
日
支
部
名

校種

年齢
名簿頁

須
藤　

哲
夫

5
・
8
・
22
神
奈
川
県

中

90
70

長
谷
川
順
義

6
・
5
・
15
北
多
摩
西
部

小

90
49

髙
橋　
　

敏

6
・
7
・
11
千
代
田
・
中
央

小

94
1

蓮
池　

守
一

6
・
7
・
22
八
王
子

小

92
30

櫻
井　

義
孝

6
・
7
・
29
練
　
馬

小

89
23

岡
野　

武
弘

6
・
8
・
15
神
奈
川
県

小

93
72

木
嶋　
　

進

6
・
8
・
31
北
多
摩
西
部

中

95
50

大
谷　

徹
夫

6
・
9
・
3
町
　
田

小

89
34

日
髙　

實
康

6
・
10
・
7
北
多
摩
中
部

小

101
45

村
上　
　

忍

6
・
10
・
9
葛
　
飾

中

97
26

宮
内　

隆
盛

6
・
10
・
19
大
　
田

小

92
9

涌
井　

貞
三

6
・
10
・
26
荒
　
川

小

95
6版20

相
葉　
　

潔

6
・
10
・
27
千
葉
西

小

90
61

八
田　

泰
造

6
・
11
・
3
武
蔵
野
・
三
鷹

中

93
40

星
野　

陽
子

6
・
11
・
6
武
蔵
野
・
三
鷹

中

74
40

嶋
田　
　

進

6
・
11
・
10
武
蔵
野
・
三
鷹

中

100
40

川
田　
　

進

6
・
11
・
17
埼
玉
県

小

94
65

守
屋　

章
雄

6
・
11
・
19
町
　
田

小

109
34

野
中　
　

進

6
・
12
・
1
北
多
摩
中
部

高

90
46

深
津
茂
登
夫

6
・
12
・
10

北

小

98
18

中
里
富
美
雄

6
・
12
・
21
埼
玉
県

高

104
67

高
橋　

泰
介

6
・
12
・
22
埼
玉
県

小

90
65

土
田　

晴
夫

6
・
12
・
28
練
　
馬

小

91
23

黒
江　

實
親

7
・
1
・
5
町
　
田

中

88
35

倉
上　
　

保

7
・
1
・
6
埼
玉
県

小

93
65

荒
木　

昌
善

7
・
1
・
12
江
戸
川

高

103
27

熊
野　
　

敦

7
・
1
・
15
神
奈
川
県

中

91
72

松
本　
　

衛

7
・
1
・
16
西
多
摩

中

88
55

齋
藤　

邦
衛

7
・
1
・
30
千
葉
中
部

小

91
59

中
村　

康
成

7
・
2
・
5
日
　
南

小

74
37

石
川　
　

明

7
・
2
・
16
足

立

小

72
25

名
塚　

三
雄

7
・
2
・
16
西
多
摩

中

88
54

中
島
敬
太
郎

7
・
2
・
21

北

小

95
18

橋
本　
　

肇

7
・
3
・
2
板
　
橋

小

83
21

佐
野　

和
夫

7
・
3
・
20
西
多
摩

高

95
54

田
中
欽
一
郎

7
・
3
・
21
府
　
中

小

90
47

加
藤　

清
二

7
・
3
・
23
西
多
摩

小

94
56

木
村　

國
子

7
・
4
・
4
荒
　
川

小

82
6版20

踏
ん
ば
っ
て
友
を
立
た
せ
る
組
体
操

顔
の
ゆ
が
み
て
鬼
気
せ
ま
り
来
る

夏
の
陽
を
背
中
に
受
け
て
甲
羅
干
す

ピ
ン
ク
の
股
を
真
直
伸
ば
し
て

黒
き
雲
激
し
き
雨
よ
り
鋭
き
光

階
下
の
教へ

や室
よ
り
悲
鳴
の
届
く

�

中
野
支
部　
　

田
中　

弘
志

短
歌

応
募
コ
ー
ナ
ー

　
寄
稿
　
江
東
支
部
俳
句
の
会

　
　
　
　
「
四
葉
句
楽
部
」

タ
カ
ン
ナ
の
土
に
隠
れ
し
実
の
太
さ

水
を
得
て
苗
待
つ
横
瀬
の
棚
田
か
な

�

蔀　

次
雄

朝
食
の
真
っ
赤
な
ト
マ
ト
に
か
ぶ
り
つ
き

叩
け
ど
も
あ
ざ
わ
ら
う
蚊
は
そ
こ
に
な
し

�

鈴
木　

正
孝

ユ
ズ
リ
ハ
や
枝
先
伸
ば
し
葉
を
落
と
す

緑
葉
の
色
濃
く
続
く
欅
道

�

佐
藤　

正
広

旬
探
し
風
ひ
ら
ひ
ら
と
竹
洛
葉

青
梅
に
子
ら
と
梅
も
ぎ
過
ぎ
し
日
よ

�

野
村　

文
章

縁
側
に
座
し
て
黙
想
若
葉
風

緑
さ
す
ベ
ン
チ
に
母
と
子
の
時
間

�

田
中　

真
弥
子

紫
陽
花
や
一ひ

と
ま
り毬
ご
と
の
自
己
主
張

足
下
に
蟇
ぬ
っ
と
居
る
薄
暮
か
な

�

加
村　

隆
治

俳
句会

報
225
号 
応
募
コ
ー
ナ
ー 

俳
句

正　

祢
津　

啓

誤　

称
津　

啓

お
詫
び
し
て
訂
正

叙
勲
の
掲
載
手
順
と
お
願
い

＊�

高
齢
者
叙
勲
は
①
支
部
長
か
ら
事

務
局
へ
連
絡
②〈
内
閣
府
発
表
で

確
認
〉
福
利
厚
生
部
で
原
稿
作
成

③
広
報
部
で
校
正

＊�

春
秋
の
叙
勲（
４
／
29
、
11
／
３
）

は
①
新
聞
、内
閣
府
の
発
表
で
「
教

育
功
労
」
か
ら
氏
名
抽
出
。
東
京
、

千
葉
、
埼
玉
、
神
奈
川
、
地
方
②

会
員
・
非
会
員
の
確
認
③
福
利
厚

生
部
で
原
稿
作
成
④
広
報
部
で
校

正
＊�〈
お
願
い
〉「
教
育
功
労
」以
外
の
受

章
に
つ
い
て
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。


